
 

東日本大震災から１０年の節目に 
    ２月１５日朝礼 校長講話より 

校長 小島宏一郎 
おはようございます。 

２月１３日土曜日夜１１時過ぎに、福島県

沖でマグニチュード７．３、宮城県や福島県

で最大震度６強の強い地震がありました。東

京都２３区でも震度４の大きな揺れが長時間

続き、皆さんも不安を感じたのではないかと

思います。 

地震によって亡くなった方はいなかった(※)

ものの、東北、関東の９県で１５０人以上の

方が負傷されました。壁や床の亀裂や水道管

の破裂、火災の発生や大規模の停電、土砂崩

れや路面のひび割れといった被害も各地で起

こったようです。怪我をされた方の回復と、

ライフラインや交通機関等の速やかな復旧を

心からお祈りしたいと思います。 

今回の地震は１０年前の東日本大震災の

“余震”とのことです。１０年前の地震の日

のことを憶えているでしょうか。２０１１年

３月１１日、皆さんは保育園や幼稚園に通っ

ていたころでしょうから、はっきりとは憶え

ていないかもしれませんが、大きな地震があ

った記憶は残っていることでしょう。 

東日本大震災では亡くなった方は関連死を

含めて全国で約１万９６００人、行方不明の

方を合わせると２万２０００人余になります。 

亡くなった原因のほとんどが津波による溺死

でした。一瞬にして街をさらっていった津波

に加え、福島第一原発の事故が起こり、多く

の人が日本各地へ避難をしました。 

発災直後の避難者の数は４７万人。今はだ

いぶ減りましたが、昨年１２月時点で４．２

万人の方がまだ避難をしています。 

今年は、東日本大震災から１０年の節目を

迎え、新聞やテレビでも様々な特集が組まれ

ています。宮城県女川町（おながわちょう）

出身の俳優であり歌手である中村雅俊さんは、

地元の新聞のインタビー記事で「風化がある

のは事実としてしょうがないが、それでも忘

れてほしくない。」と話しています。そして、

復興の地域による格差と被災者の心の傷を気

にかけて、「インフラの完成が、復興のゴー

ルではない。やっぱり被災者はどこかで傷つ

いている。心の復興に向け、これからが俺た

ちの踏ん張りどころ。」と語っています。 

また、震災当時、宮城県警本部長であった

竹内直人さんは、「確かに沿岸部に行けば街

の様子は変容しているし、インフラも復興し

ている。でも、身内を亡くした人の悲しみは

１０年たっても消えない。「１０年の節目で

整理しました、教訓もまとめました」で終わ

りというものではない。（中略）未曽有の災

害だったことは間違いない。いつかまた甚大

な災害は起きる。このことを社会全体で忘れ

ないでほしい。」と話しています。 

１０年の節目の年に、震災を経験した方々

の声に耳を傾け、改めて災害と向き合う機会

を作り、自分や家族、身近な人の命を守るた

めに何ができるかをぜひ考えてみてください。 

                  ３月号 

自ら学び考えることができる生徒  感性豊かで思いやりのある生徒  心身ともに健康な生徒 

 学校だより 
大田区人権教育研究協力校 
「みんながいる わたしがいる  

さしのべる 生きている」 

令和３年３月２日 

大田区立糀谷中学校 

校長 小島 宏一郎 

Ｎｏ．１ 

※後日、死者 1名との報道がありました。お亡くなりなられた方のご冥福をお祈り申し上げます。 

































 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

1 月  17 水 卒業式予行（３年） 

2 火 都立一次合格発表 18 木 １年社会科見学 

3 水  19 金 卒業式 

4 木 専門委員会 20 土 春分の日 

5 金 生徒評議会 21 日  

6 土  22 月 学年朝礼 

7 日  23 火 １,２年保護者会 

8 月 生徒会朝礼、安全指導、卒業遠足 24 水 大掃除 

9 火  25 木 修了式、職員会議 

10 水 職員会議 26 金 春季休業日始 

11 木 避難訓練 27 土  

12 金 生徒発表会（舞台）、三年生を送る会 28 日  

13 土 文化部合同発表会 29 月  

14 日  30 水火  

15 月 全校朝礼、三年生を送る会第２部 31 木  

16 火 ２年社会科見学  

３月の行事予定

  

令和２年度も残り４週間となりました。今月はコロナ禍のため延期になっ

ていた生徒発表会（舞台の部）や社会科見学などを実施する予定です。

また、３月は東京（下町）大空襲のあった１０日や東日本大震災のあっ

た１１日などがあり、平和や防災についても考える月です。 

自殺対策強化月間（厚生労働省）  
春の全国火災予防運動(消防庁、1日～7日) 

生徒の 

活躍の 
記録から 

祝 バトントワーリング全国大会出場    

202１年 2 月６日・7 日にさいたま市記念総合体育館にて第 46 回全日本バトン

トワーリング選手権関東支部大会が開催されました。地域のバトンチーム「チェリー

ズバトンクラブ」で活動している小口 明紗さん（２B）と渡辺 結菜さん（1B）が

ペア（ジュニアⅡ）部門でみごと第４位に入賞し、全国大会への出場権を獲得しまし

た。全国大会は３月下旬に大阪で開催されます。 

大田区教育 ICT 化推進計画について 
大田区では、文部科学省の「GIGA スクール構想」等を踏まえ、令和５年度までに児童・生徒１人 1

台のタブレット端末の配備を目指して学校における ICT 環境を整備してきました。しかし、それが新

型コロナウイルスの感染拡大の影響による臨時休校で、オンライン授業の必要性が高まり、早急に１人

１台の実現が目指されることになりました。 

昨年９月より中学校のモデル校（羽田中・南六郷中）での試行が始まり、２月までには４年生以上の

小学生への Chromebook の配備が終わりました。現在、本校でも回線の増強工事など 

が進められており、来年６月に１人１台のWindows タブレット端末の配備が 

完了する予定です。 

利用するコンテンツは、以前にもプリントでお伝えした「まなびポケット」

と「Ｇsuite for Education」です。すでに生徒には、ID とパスワードが配布 

されており、一部のコンテンツの利用が可能になっています。 


